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点𝑋が三角形𝐴𝐵𝐶の周を含む内部にあるとき、△ 𝐴𝐵𝑋 +△ 𝐵𝐶𝑋 +△ 𝐶𝐴𝑋 =△ 𝐴𝐵𝐶 = 1であるから、題意を満た

す点𝑋は、三角形𝐴𝐵𝐶の外部にある。 

 

𝑋が、𝐴𝐵, 𝐴𝐶の延長及び辺𝐵𝐶で囲まれた領域にあるとき 

𝐵𝐶を底辺とし、三角形𝐴𝐵𝐶の高さを𝑘、三角形𝐵𝐶𝑋の高さをℎとする。 

このとき、△ 𝐵𝐶𝑋 =
ℎ

𝑘
であり、 

 △ 𝐴𝐵𝑋 +△ 𝐵𝐶𝑋 +△ 𝐶𝐴𝑋 =△ 𝐴𝐵𝐶 + 2 ×△ 𝐵𝐶𝑋 = 1 +
2ℎ

𝑘
 

題意を満たすとき 2 ≦ 1 +
2ℎ

𝑘
≦ 3 ∴

1

2
𝑘 ≦ ℎ ≦ 𝑘 

𝑋が動く範囲は、右図の網掛け部である。 

𝐴𝐵 = 𝐵𝑃, 𝐴𝐶 = 𝐶𝑄, 𝐵𝐶 ∥ 𝑃𝑄であり、面積は 4 − 1 ∙ (
3

2
)

2

=
7

4
 

 

𝑋が、𝐵𝐶, 𝐴𝐶の延長で囲まれた領域にあるとき 

𝐴𝐵を底辺とし、三角形𝐴𝐵𝐶の高さを𝑘、三角形𝐴𝐵𝑋の高さをℎとする。 

このとき、△ 𝐴𝐵𝑋 =
ℎ

𝑘
であり、 

 △ 𝐴𝐵𝑋 +△ 𝐵𝐶𝑋 +△ 𝐶𝐴𝑋 = 2 ×△ 𝐴𝐵𝑋 −△ 𝐴𝐵𝐶 =
2ℎ

𝑘
− 1 

題意を満たすとき 2 ≦
2ℎ

𝑘
− 1 ≦ 3 ∴

3

2
𝑘 ≦ ℎ ≦ 2𝑘 

𝑋が動く範囲は、右図の網掛け部である。 

𝐵𝐶 = 𝐶𝑅, 𝐴𝐶 = 𝐶𝑄, 𝐴𝐵 ∥ 𝑅𝑄であり、面積は 1 − 1 ∙ (
1

2
)

2

=
3

4
 

 

同様に考えると、𝑋が動くすべての範囲は右図のようになる。 

𝑈𝐵 = 𝐵𝐶 = 𝐶𝑅, 𝑄𝐶 = 𝐶𝐴 = 𝐴𝑇, 𝑆𝐴 = 𝐴𝐵 = 𝐵𝑃であり、 

𝑇𝑆 ∥ 𝐵𝐶 ∥ 𝑃𝑄, 𝑃𝑈 ∥ 𝐶𝐴 ∥ 𝑅𝑆, 𝑅𝑄 ∥ 𝐴𝐵 ∥ 𝑇𝑈である。 

 

面積は 3 ∙ (
7

4
+

3

4
) =

15

2
 ⋯ ⋯ (答)  
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